
第２次芦屋市地域福祉計画から第３次芦屋市地域福祉計画への流れ

・地域福祉の呼びかけ

・学習と話しあしの推進

・情報の発信・伝達

・ニーズに気づき・発見

・相談支援の充実

・福祉サービスの充実

・地域福祉活動の推進

・多様な連携による支援

・権利擁護の意識づくり

・権利侵害・虐待対応の充実

・後見的支援の充実

・地域でのつながりづくり

・災害時の支援

・バリアフリーのまちづくり

・防犯・交通安全の推進

・住環境の充実

・活動拠点の充実

・活動財源の確保

・活動への支援

・協働活動・事業の推進

・ネットワークの充実

地域福祉への関心と理解を広げます

暮らしの「困りごと」を適切な支援につなぎます

地域生活を支えるサービスや活動を充実します

権利をまもる取組を充実します

人と人のつながりを広げます

安心・安全でバリアのない生活環境をつくります
だれもが便利に暮らせるまちをつくる

地域福祉の活動を支えるしくみを充実します

第２次芦屋市地域福祉計画の推進目標
３次の策定の取組で
見えてきた課題

現在取り組んでいる
プロジェクトのグループ名

第３次芦屋市地域福祉計画の推進目標（案）

・市民が創る情報紙プロジェク
ト

・ひとり一役運動

地域福祉をみんなですすめるしくみをつくる

だれもが安心・安全に暮らせるように支える

「したいこと・できること」での参加をすすめる

2次の計画策定時に企画された
プロジェクト

２次の計画推進時に
立ち上がったプロジェクト

“みんなが思いやり・支えあう福祉”への理解を広げる

ニーズに気づき，支援につなぐ

多様な“困りごと”を包括的に支える
サービスや活動を充実する

権利擁護をすすめる

つながりのあるコミュニティをつくる・わがまちベンチプロジェクト

・キラッとプロジェクト

・気軽で身近な活動（ちょっ
とした支えあい）の推進

・日常の見守りや災害時の支
援等，支援が必要な人がいる

・地域活動を活性化する必要
がある

・困ったとき（困りそうなと
き）に気軽に行けて，支えあ
いにつながる身近な居場所

・スマートおせっかい

・スマートおせっかい

・福祉への関心や理解の促進
・必要な人に，必要な情報
が，必要なときに伝わる
・若い人に見てもらえる内容
や方法で発信する

・あしや発信局玉手箱

・ひとり一役　
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